
日本比較薬理学・毒性学会拡大評議員会議事録（案） 

 

日時：平成 19 年 4 月 3 日 第 143 回 日本獣医学会学術集会 

場所：つくば国際会議場 

議長：唐木英明会長（日本学術会議） 

 

出席者：唐木英明（日本学術会議）、伊藤茂男、太田利男、藤田正一、石塚真由美（北海道

大学）、北澤多喜男、寺岡宏樹（酪農学園大学）、原幸夫、山脇英之、天間恭介（北里大学）、

石井利明（帯広畜産大学）、小林晴男、津田修治（岩手大学）、尾崎博、堀正敏、村田幸久

（東京大学）、下田実、佐々木一昭（東京農工大学）、清水一政（日本獣医生命科学大学）、

赤堀文昭、白井明志、折戸謙介（麻布大学）、小森成一、海野年弘（岐阜大学）、竹内正吉、

東泰孝、中嶋秀満、松尾三郎、清宮健一、中川博史（大阪府立大学）、那須哲之（山口大学）、

伊藤勝昭、池田正浩（宮崎大学）、宮本篤、白石光也（鹿児島大学） 

 

1. 新任の先生の紹介 

 下田先生（東京農工大学）より佐々木一昭先生（准教授）、宮本先生（鹿児島大学）

より白石光也先生（准教授）の紹介があった。 

 

2. 国公立大学獣医学協議会報告 

   尾崎先生（東京大学）より以下の報告があった。 

  1）獣医学教育改善に関する「各大学の現状調査」中間報告 

  2）獣医学部の定員増に関する新聞報道について 

 

3. 私立大学獣医学協議会報告 

   清水先生（日本獣医生命科学大学）より以下の報告があった。 

  1）私立５獣医科大学の第４次相互評価の進捗状況について 

  2）動物介在療法教育研究委員会について 

  3）第４次相互評価後の日本獣医師会が取り組んでいる外部評価体制づくりなどについ

て 

  4）獣医学部の定員増に関する新聞報道について 

 

4. 全国獣医学関係大学代表者協議会報告 

   唐木先生（日本学術会議）より以下の報告があった。 



  1）獣医学教育の外部評価について 

  2）会長の交代について（喜田宏先生：北海道大学 → 吉川泰弘先生：東京大学） 

  3）獣医学部の定員増に関する新聞報道について 

 

5. 会計報告 

   堀先生（東京大学）より資料に基づいて会計報告があり、承認された。 

 

6. 平成 20 年春期獣医学会企画シンポジウムについて 

 堀先生（東京大学）より、平成 20 年春期獣医学会企画シンポジウムについて、毒性・

代謝関連の企画シンポジウムを開催する予定であり、本年秋の学会にてその詳細を紹介

するとの報告があった。 

 

7. 毒性学の教科書について 

 赤堀先生（麻布大学）より、毒性学のスタンダードな教科書について当学会で検討し

てはどうかとの提案があり、尾崎先生（東京大学）を事務局として準備委員会を立ち上

げいろいろな可能性について検討していくことが了承された。 

 

8. 会長の改選について 

 唐木英明先生（日本学術会議）より、伊藤茂男先生（北海道大学）を新会長にとの推

薦があり、全会一致で承認された。 

 

9. その他 

 尾崎先生（東京大学）より、拡大評議員会の開催通知について従来は各大学宛に送付

していたが今後は各評議員宛に送付することとするので、当番校は対応して欲しい。と

のお願いがあった。 

 


